
  

 

第１４３０回 例会 ２０２１年（令和３年）１０月４日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間） 

 

前回（９月２７日）例会記録  

◇プログレス 俣野 富美雄 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介 天野 大樹 親睦委員 

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：１名 合計：１名 

 

２．会長の時間  宮原  彰 会長 

 

皆さんこんにちは、仕事上「日刊工業新聞」を講読しております。 

先週、9月 24日の記事に、企業の「人材育成に黄色信号」がともっている。 

「テレワークの影」と有り、会員の皆様にもお役に立てればと思いご紹介します。 

日本能率協会が企業を対象に実施したアンケートで、新型コロナウイルス感染拡大に伴い 

「人材育成がしにくくなった」と回答する企業が約 5割にのぼった。その原因はテレワークでのコ

ミュニケーションの難しさが背景にある。調査は7月２０日→８月２０日に同協会の法人会員など、

５０００社を対象に郵送で行った。 

回答は５１７社、設問は「新型コロナ感染拡大による社員・職場への影響」「当てはまる ⇒ 

まったく当てはまらない」まで７段階で聞いた。「人材育成がしにくくなった」割合 ４８％ 「業務上のミスが増えた」などは 

１０％程度と低いが、「社員が同士の意思疎通が難しくなった」 「上司と部下の意思疎通が難しくなったが４５％と高く、 

人材育成やコミュニケーションの課題が鮮明になった。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 清水 清一 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ １０月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  「留学生活で感じたこと」 米山奨学生 郭 鑫 様 

○ 理事会  ３１階「カトレア」 １３：４０～１４：４０ 

・どんぐりころころ 

・ともしび 

・ステンカラージン 



 

◎関西経済連合会が実施したテレワーク実施上の課題対応についての調査でも情報セキュリティーや労働時間の管理に 

ついては対応が進んでいるが、オンザ・ジョブトレーニング（OJT）による人材育成やコミュケションについては比較的遅れて

いる実態が浮き彫りになった、日本能率協会の KAIKA 研究所の近田高志所長は「コミュニケーション」や人材育成における

問題が広がらないよう社員や管理職層に対するケアが一層重要になる」としている。 

 

アンケート資料  当てはまる＋どちらかと言えば当てはまる 

① ストレスを抱える社員が増えた                    ５５％ 

② 社員同士の意思疎通が難しくなった                ５０％ 

③ 人材育成がしにくくなった                      ４８％ 

④ 上司と部下の意思疎通が難しくなった              ４５％ 

⑤ 社員がアイデアを出し合う機会が減った             ３５％ 

⑥ 社員が時間生産性を意識して、仕事をするようになった  １２％ 

⑦ 業務上のミスやトラブルが増えた                  １０％ 

 

３．幹事報告 

①「２０２１年８月佐賀・長崎豪雨災害支援金」として、お一人あたり 2,000円を個人預り金より地区に支払いました。 

➁秋の RYLAセミナーについては完全オンライン開催に変更になっています。 

③第５０回ロータリー研究会記念講演会が１２月８日（水）にオンライン（無料）にて開催されます。ご興味のある方は 

 ぜひご参加ください。 

④来週１０月４日の例会後に理事会が開催されます。関係各位の皆様はご参加ください。 

 

４．委員会報告  

◎ 国際奉仕委員会 吉本  力 委員長 

９月１７日（金）の昼、澤田会員と一緒に八尾ロータリーの田中会長、児林（こばやし）副会長、藤田国際奉仕委員長に 

お会いしてきました。 

 八尾ロータリーは、バヌアツ・フィリピンにおける医療奉仕活動の支援に関し、過去に現地に同行いただくなど深い 

関わりがあります。今回、八尾ロータリーの方から、国際奉仕に関し、グローバル資金を使って一緒に何かできないか 

（いわゆるコラボ）とのご提案が澤田会員にあったため、７月３０日に最初にお会いした後、今回が２回目の会合となりました。 

 グローバル資金を使う場合、現地に赴いて調査を行ったり、継続性のある事業でなければならないなどの制約が多い 

ことから、コロナ禍の現時点において、グローバル資金の承認を得ることはできないだろうという結論になりました。 

 しかしながら、折角の機会ですので、各クラブの予算を使って、現地に必要な物資をお送りするコラボ企画を 

本年度中に実現したいという意見で一致しました。まずは、現地で必要な物資について、澤田会員から現地に問い合わせて

いただくことになっています。今後、進捗を随時ご報告させていただきますが、皆様のご理解とご協力を賜りたく存じます。 

 

◎ 会員増強委員会 岡野 秀章 委員 

１０月１１日（月）に体験例会を予定通り開催いたします。 

今のところ３名の方の出席が確定しております。コロナ対策に万全を期して開催しますので、安心して来ていただけると 

思います。どうか周りの方へのお声かけをお願いいたします。 

 

５．ニコニコ報告  西村 文延 親睦委員 

澤田 会員・・・・本日の卓話宜しくお願い致します。 

西村 会員・・・・先々週に「つるやゴルフ門真巣本店」をオープンしました。大変な売上好調で、今迄の記録を更新 

          致しました。感謝・喜びとしてニコニコ! 

松谷 会員・・・・先週２２日３人目の孫が生まれました。元気な女の子だった様です。コロナで未だ会えていません。 

伊藤 会員・・・・昨晩２人目の孫が誕生しました。 

山川 会員・・・・皆さん、お久ぶりです!! 



 

岡本(茂)、井澤、藤井、俣野、岡野、宮原、清水、小島、中井、新川、竹内、中嶋、小山、甚田、中西、大磯、洪、天野、 

沖、林、岡本（真）、大嶋、吉本、坂本、原山、北野、 

各会員・・・・コロナ禍も減少傾向にあるけれど油断大敵!注意を怠らず、元の自由な暮らしの再現を楽しみにニコニコ!! 

 

６．出席報告 俣野 富美雄 副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３８名 出席会員数 ３４名（内ZOOM参加１名） 出席率 ８９％ 

第１４２７回（７月１２日） 修正出席率 ９７％ 

 

７．卓 話  「コロナ禍における奉仕活動」 澤田 宗久 会員 

 

中国の武漢で発症したウィルスが全世界に拡散され早くも３年になります。 

その事によって全ての経済・生活様式も様変わりしてしまいました。 

バヌアツとフィリピンでの私達の活動もこの２年にわたり出来なくなってしまいました。 

いつになったらコロナ禍が終息に向かうのでしょうか？と思うばかりです。 

しかしながらこのままじっとして居るのでは無くコロナ禍の中でも何か活動をしないといけないと

考えました。今回バヌアツは現在鎖国状態で活動が出来ないので、フィリピン・カオハガン島で

の活動を通じて知り合ったセブ島のＮPＯ団体『GO SHARE』を通じて物資を寄付することにしま

した。内訳は、歯ブラシ、エンピツ、文房具、スポーツ用品、タオル等です。その時の動画と 

感謝状が届きましたので皆様ご覧ください。 

又、ＪＤＭの活動と致しましてフィリピン・カオハガン島の島民から依頼を受けて歯ブラシ２１００本、エンピツ３０００本、タオル 

５箱を先週パッキングして送りました。以前から我々の奉仕活動に何かとお世話になっている八尾ＲＣ田中会長から連絡が 

あり大阪船場ＲＣと一緒にフィリピンで国際奉仕活動をコラボで行いませんかとお話しがあり国際奉仕委員の吉本委員長と 

２回ほど会合を行いました。内容については、吉本委員長から説明して頂きますので検討のほど宜しくお願い致します。 

 

「フィリピン・スラムにラーニングセンターを！」 

子供たちへの教育支援国際協力プロジェクト 

 

事業概要 

コロナ禍でロックダウンにより教育機会を逸している子供達への教育支援を行うため、フィリピンのスラム（貧困層）コミュニティ

に地域住民、特に子供達の為の「ラーニングセンター」を建設する。 

貧困層の子供たちは、①学ぶチャンスがない、②デジタルデバイド（インフラが整っていない）③こころのロックダウンになっ

ている。そのためにソーシャルデイスタンスを保って安全に交流できるこのセンターがあればここを拠点にコミュニティの教

育力を向上させていくための取り組みが可能となります。 

フィリピンは国際的な学力テストでは残念なことに、非常に低い位置におあります。 

特に理数系の科目はほとんど最下位。けれど決して怠け者だからとかやる気がないからではないのです。先生の数が足りな

い、学校自体がない、といった教育インフラの不足によるところもとても大きいのです。実際に７０００以上ある離島の中には小

学校までしかない島も多く、施設や学用品の不足はそのまま子供たちの学力や学ぶ意欲の低下につながっています。でも、

私達は経験として知っています。絵本を届けた時の子供達の嬉しそうな笑顔。読み聞かせした時の輝く瞳。学ぶ気持ちがな

いのではないのです。ただただ、チャンスに恵まれていないだけなのです。背中を押してくれるだれかの存在があれば状

況は必ず変わっていきます。その思いをもとに、子供たちとその成長を支えるべきコミュニティに、「学べる場」を作り出したい

と思っております。 大阪船場RCの皆様のご協力、ご支援をどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 

☆次回１０月１１日（月）例会予定 

・卓話：小島会員 

・体験例会 


